
   AED 知っていますか 

AED の正式名は「自動体外式除細動器」といいま
す。心臓がけいれんして血液を送り出せない状態
（心室細動）になった時、電気ショックを与えて
心臓の動きを元に戻すための医療器械です。心停
止後 3〜5 分以内にこの AED を使って心臓に電気
ショックを与えること（除細動）で、命が助かる
割合がたかくなります。 
 このことから、AED は医療機器ですが、救急車
が到着するまでの必要な応急処置として、一般の人
が使うことが認められています。操作は簡単です。
電源を入れて、音声ガイドの指示に従って操作する
だけです。杉⼾みちのこ保育園では、事務所入り口
の窓際に置いてあります。 

災害に備えよう 
災害時には妊婦や産婦、乳児は災害時要支援者とな
ります。いざという時の被害を最小限にするために
は日頃からの備えを心がけることが大切です。 
・家の中を安全に保ちましょう 
・避難場所や避難経路の確認 
・普段行っている施設の連絡確認（病院、保育園） 
・家族や親せきの連絡 
・地域や防災訓練への参加 
・持ち出し物のチェックリスト 
・防災袋の確認 

 
 
 

 
まだまだ暑い日が続いていますが、日が短くなり季節の変わり目を感じます。一日のうちで急激に変わる温度に体も

困惑ぎみで体調を崩しやすくなります。十分な休息、栄養に配慮し生活リズムと体調を整えてあげましょう。今後もこ
まめに水分補給をしていきたいと思います。また、引き続き新型コロナウイルス感染症対策も行います。 

〜健康カードの御記入ありがとうございました。個人情報ですので大切に管理をさせて頂いています〜 

9 月は防災週間です 9 月 1 日：防災の日、9 月 9 日：救急の日 

ほけんだより 9 月 

8 月の感染症 

・胃腸炎（下痢） 
・ウイルス性胃腸炎 
（ロタウイルス） 
・突発性発疹 

令和 2 年 9 月 1 日発行 

お家の中にも事故や怪我を招く危険な物が沢山あります。事故
を防ぐために確認をしておきましょう。 
・子どもの手の届く場所に置いてはいけない物（薬・洗剤、タ
バコ、ライター、ポット、炊飯器、包丁など） 
・踏み台になる物はベランダに置かない（転倒転落防止） 
・コンセントなどをいたずら出来ないようにする 
・浴室には子ども一人で勝手に入れないように工夫する 

まだまだ！熱中症に気を付けましょう 
汗をかく機能や自律神経の働きが未熟な乳幼児は熱中症にな
りやすいです。暑さの感じ方は人によって異なります。喉の渇
きを感じなくてもこまめに水分補給をしましょう。 
熱中症かなと思ったらすぐに医療機関に相談または救急車を
呼びましょう。まずは涼しい所へ移動させます。 
・体を冷やす→衣服を緩め、首の周り、わきの下、足の付け根
などの動脈を冷やしましょう。 
また、手のひらにあるＡＶＡ（動静脈吻合）を冷やすと大量の
血液が冷やされ体温の上昇が抑えられます。普段はとじてい
ますが体温が高くなってくるとＡＶＡが開通し一度に大量の
血液を通します。そうすることで熱が放出され冷えた血液が
体に戻っていきます。その仕組みを利用しますが、あまり冷た
すぎるとその血管は閉じてしまいますので冷蔵庫で冷やした
ペットボトル位の温度が良いです。 
・水分補給→水分・塩分、経口補水液など。嘔吐の症状が出て
いたり意識が無い場合は無理やり水分を飲ませることはやめ
ましょう。 
症状：めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、筋肉のこむら返り、
気分が悪い、頭痛、吐き気、倦怠感、虚脱感など。重症になる
と意識障害、痙攣、体が熱くなります。 
熱中症による高体温は生命の危険を伴います。熱中症の症状
は変わりやすく、初めから高体温があるとは限りません。平熱
だと思っていたら急に高熱になったりする場合もあるので注
意が必要です。たとえ高体温がその日のうちにおさまったと
しても体の抵抗力は下がっています。十分な休息と観察をお
願いします。 

下痢の症状が出た場
合は、意見書が必要
になります。意見書
がないとお子様をお
預かりできなくなり
ます。ご了承下さい。 


